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1  Cable Redundancy機能標準搭載

2  既存EtherCATシステムにマルチ
ループ構築可能

スレーブtoマスター
miECSM5050

特　　　長miECM5050シリーズ
ラインアップ
Slave to Master
機能を搭載

■ 主な仕様
MPU AM3357（TI社製）ARM Cortex-A8 CLK 800MHz

メモリ

メインメモリ DDR3 SDRAM 256Mbyte

ブートメモリ FROM 16Mbyte

ログ保存メモリ FRAM 32Kbyte

インターフェース
EtherCAT 4ポート　マスタ側2ポート　スレーブ側 IN/OUT 各1ポート

Ethernet 1ポート（100BASE-TX）

マスタ側
EtherCAT master Acontis社製 EC-Master ClassA（OSはSYS/BIOS）

最短PDO 定周期22μsec（参考値）

スレーブ側 PDO, SDO, CoE, FoE

オプション(別途ご相談) EC-MasterのHot connect機能はFeature Packsを利用

カレンダー バッテリバックアップ付きRTC（バックアップ時間約5年間）

入力電源電圧 DC+10V ～ +30V

動作温度範囲 +0℃～ +50℃

動作湿度範囲 35% ～ 90%RH（結露なきこと）

保存周囲温度 +0℃～ +60℃

保存周囲湿度 35% ～ 90%RH（結露なきこと）

外形寸法 90（W）×60（H）×130（D） （mm）

EtherCATマスタとして使用する際の注意事項EtherCATマスタとして使用する際の注意事項
マルチタスク制御が必要な開発では、ECマスタ開発ライセンスを購入していただく必要があります。（当社での受託開発も可能）
開発時のテスト動作などシングルタスクでの簡易処理などは、ユーザー自身が作成したLuaスクリプトにより制御プログラムが実行可能であり、開発ライセンスは不要となります。

※記載されている商品名、会社名は各々該当する会社の登録商標または商標です。
※機能向上のためおことわりなしに仕様の一部を変更する場合がございます。

◦Luaは、汎用性が高いスクリプト言語
◦ 専用APIによりPDO、CoE、Registerにアクセス可能
◦ プログラム開発に、EtherCAT Masterのソフトウェア
開発ライセンスが不要

◦プログラムは何回でも書き換える事が可能
◦ トライアル＆エラー手法による開発・確認作業に最適

ユーザーが作成した
EtherCAT制御プログラムを実行可能

マスタープログラム開発
スクリプト言語　Lua対応

【プログラム例】
PDOにアクセスしてモーターアクションをする

Luaスクリプトに対応 !

［一部を抜粋］


